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第 7次斜里町総合計画策定作業の進捗状況について 

１． 検討経過（6月全員協議会報告以降）と現状 

１）内部協議（8/15） 

２）行政委員原案作成（8/17～8月下旬） 

３）部会協議（8月下旬～9月上旬） 

４）内部協議（9/11-15） 

 

２． 第 7次斜里町総合計画の体系図（案） 

⇒ 資料 1-2 

※ 基本理念、基本テーマは前回（6月）と変わらず 

１）基本理念 「みどりと人間の調和を求めて」 

 

 

 

 

 

２）基本テーマ「みんなで一緒にとりくむ、持続可能なまちづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）第 1 階層(基本目標)については、「持続可能なまちづくり」とのつ

ながりから、「〇〇つづけられるまち」で統一。 

４）第 1階層で、第 6次総合計画で「まちなみ」と「くらし」の区分を

統合（略称は未定）。 

５）第 2 階層は、項目の理解しやすさを高める観点から、「分野」とし

て項目を明示（サブテーマが必要という意見もあり）。 

６）第 3 階層は、各分野における「基本施策」。前計画からの主な変更

点としては、関連する個別計画および SDGs の目標について明示す

る。 

７）第 4階層は、第 3階層を実現するための、主要な具体的な施策を記

載。 

 

３． 第 7次斜里町総合計画の内容（基本計画部分） 

⇒ 資料 1-3  

 

４． 今後の主な検討点 

１）基本的事項 

  ２）財政計画・大型事業（「進行管理計画」と関連） 

３）重点政策 

  ４）数値目標の精査 

資料 1-1 

斜里町は「世界自然遺産知床」に代表される豊かな自然と、

農業、漁業、観光業を柱とする町民の営みによって、これまで

町が発展してきた。 

しかし日本全体が本格的な人口減少・少子高齢社会を迎え、

経済成長、産業、社会保障などさまざまな分野への影響が懸念

されており、斜里町でも、人手不足や地域活力の低下、保健、

福祉、医療、地域交通、コミュニティなど生活基盤への深刻な

影響が生じている。 

斜里町が大自然の恵みに生かされた中で住民生活が営まれ、

その調和のもとに生産と生活と文化が維持され高められ、そし

て調和を求め続けることが斜里町の個性を創造していくことを

意味するもの（第 1 次計画から一貫して踏襲） 

今後 10 年を見通したとき、「持続可能」な町として次世代・

未来へとつながるよう、改めて町民憲章の精神である「みんな

で」「まちづくり」に取り組むことをテーマとする。 
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５．協議経過と今後の予定 

 

令和3年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会議 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

部会長会議 開催 開催 開催

部会 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催

庁内策定委員会
キック
オフ

開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催 開催

総合計画案策定
中間
報告

委員会
提言

素案
提案

成案

町民意識調査
（アンケート）

アン
ケート
実施

パブコ
メ予告

パブコ
メ

議会
予算提案
進め方協議

6次評
価報告
協議

課題抽
出報告
協議

フレー
ム協議

素案協
議

原案協
議

上程

議会協議

第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報・広聴

総合計画案
（委員会案）策定

令和4年度 令和5年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期

調整フレーム検討課題の抽出課題抽出


